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井添加食し冊i臣二存意差を認溝左か-､-,'.I_.【結論】食後遇

彪糖が食塩の同時摂取により増強されるのはず胃排出時

間短縮による糖質の吸収促進のためであることが判明し

た.

6)多発性肺塞栓症を合併 した糖尿病性昏睡
の1例

星山 薬理 (柏略車乗病院内科)

症例は62歳の農家の主婦乎1992年3月中旬,感冒に

曜患後,胸内苦悶,悪心ヲ畷吐,心綴部痛を主訴として

救急入院.丸院時意識障蚤 過呼吸,高血糖 676mg/朗,

尿ケ トン体強陽性を認軌 糖尿病性ケ トアシド-シス

(UKA)として,インスリン持続注入が開始された.第

6病日には低酸素血症 (PO実50mmHg)以外すべて正

常化した.相月中旬の現在も低酸素血症が続くため,質

因検索が威された.胸部レ線では,hypeTlucencyを望

すが肺気腫の所見は認められず,呼吸療能も正常である.

心ユニ3--所見でも異常なし 肺血流シソ予では多発性肺

塞栓症の所見を認めた,

泰例では,入院時すでに糖尿病性網膜症 (SDR-訂O)

神経症声腎症を有 しており,長期にわたる DM の放置

は,組織 hypoxiaを持続させ,microan琵i叩a軌y を

進めたと思われる.さらに DKA に伴った acidosisと

血圧低下は,ARDS初期病変を肺に生 じせ しめ予肺血

管系変化とも相まって,肺塞栓症をもたらし,低酸素血

症が遷延する一因となっていると推察された.

7)糖尿病に併発 した クッシング症候群の且例

荒川 道 ･八幡 和明
大野 康彦 8杉山 -教 ∈髭 舵 央綜合)

症例 ;53才男性8主訴 :左足蜂窟織嵐 背部痛.家族

歴 ;鰭,糖尿病,現病歴 ;8積年尿酸陽性.86年から血糖

降下剤服用.88年より血圧 に昇.91年10月下腿の浮腰出

現,徐々にコソトロ-ル不良 92年2月鷹力低下,点状

出血あり.4月左足蜂窟織娩出現し整形入院するも難治.

胸部 Ⅹ-pで多発肋骨骨折,腹部 CT で右副腎腫癌を

発見.5月20日当料入院.現症 ;血圧 168/9軌 満月様

顔貌,皮膚萎縮,点状出血,醍2.73mEq,デキサメサ

ゾソ抑制テストで抑制されず.副腎シソ予で右高Ej腎をこ取

り込みを認める.クッシング症候群の診断で7月16日石

副腎腺腫摘除術施行.術後ステロイド補充開始 . 2週間

後より高血圧軽減,糖尿病改善傾向にあり,左足麟蔵激

発は急速に治癒 した. しかし尿中 C-peptideは依然低

く,イソスuy療法を必要としており糖尿病をこ併発 した

タッシソダ症族群と思われた.
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8)両側性副腎腺腫 による原発性 アル ドステ ロ

金子 兼三 漕 貫赤十開 院)

須藤 寛人噛山田 灘 ( 同 産婦人科)

佐藤 宏 を豊島 諜潮 病院)

症例は50才.良-性.二ii-)卵 T.-娠中､Lllli:;i;1frtF~日等純し治癖

ど.打ていたが.'～12.2頃しい周iEr1Ulこ高度 しILW･-i)i)Olltト

12(n LL_左り.舵.KlfLl症 甘 Oml:.i,Llも鋸 とされ '92.

5棉rr入院.高 l'八(~丁血症 (二根)pL,【111.日内1-く､∴有1.

-7rIセ ミト･立位試験て I'R八 底値 ･無反応､尿

17-(.)ll(:S､IT--1くS IT:/猫1り 1㌦jl ハ診断確定.I)p＼こl

副腎静脈血中 PAC値に有意の左右差は認められなかっ

たが,腹部 打 では副腎腫濠は左側 (直径 且cm)の

みに確認された中また右上腹部に達する巨大予審筋腰が

認め吊豆二.6.11Jl剥腎全摘出術施行したが,術後も l).A

の病魔は改善 しなかった｡7.6子宮筋腫 (790鑑)摘出

術施行.術後の CTで右副腎腫癌 (直径1cm)が発見

され 7∴礼1右副腎腫塙核摘出術を施行し,tL･'lやく I.).A

の病魔は改善 した.腫癌は主に明細胞よりなる腺腫で,

腺腫1､1外LTT滴り腎組織に nli(､l･onodulこげ恒,pLlrPlこ1Siこ1像

がみられ 腺魔発生過程を知る上で興味深い.両側副腎

腺腫による P.A は嚢腺腫例の0.6%で稀である.

9)最近 拍988年-)当院で経験 した副腎腺痛

摘例の検討
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( 同 外科〕

し 同 泌尿器科1

副腎腫癌はこれまで比較的稀な疾患とされてきたが,

近年L7)LTl＼ 超音波等の画像診断L')進歩に上り偶発陸将

の症例が増えてきた,当院では最近4年間に14例の副腎

腫藤を経験しテ内分泌学的検索を行い外科的に摘出した.

対象は男性転倒,女性8例,年齢は31-72才 (平均57才)

であった.この14例中機能性腫癌は6例,非機能性感轟
は8例であった.また偶発藤癌として発見されたものは
9例で,そのうち磯能性腫癌を1例に認めた.9例の偶

発陸揚中-1例はi酎 ヒ器癌(･r)転移検索中.Cl､にて発見さ

れ また鶴発癌癖は非偶発腺癌に比し大きな腫癌が多かっ


